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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第１四半期 721 △4.4 △108 － △224 － △168 －

2022年６月期第１四半期 754 － 16 － 17 － △12 －

（注）包括利益 2023年６月期第１四半期 △171百万円（－％） 2022年６月期第１四半期 △15百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期第１四半期 △14.11 －

2022年６月期第１四半期 △1.15 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年６月期第１四半期 6,448 4,462 67.9 345.99

2022年６月期 2,263 1,286 53.0 112.99

（参考）自己資本 2023年６月期第１四半期 4,376百万円 2022年６月期 1,199百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 0.00 － 6.67 6.67

2023年６月期 －

2023年６月期（予想） 0.00 － － －

１．2023年６月期第１四半期の連結業績（2022年７月１日～2022年９月30日）

（注）当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。なお、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益については、当期純損失であるため算定しておりません。

（２）連結財政状態

（注）当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2023年６月期の配当予想は未定です。

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

　2023年６月期の連結業績予想につきましては、現時点で合理的な数値の算出が困難であるため記載しておりませ

ん。なお、当該理由等につきましては添付資料の「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期１Ｑ 12,711,780株 2022年６月期 10,695,180株

②  期末自己株式数 2023年６月期１Ｑ 62,495株 2022年６月期 75,051株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期１Ｑ 11,923,086株 2022年６月期１Ｑ 10,620,129株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数および期中平均株式数を算定しておりま
す。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料における将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではなく、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な物価高騰や金融資本市場の変動に

よる下振れリスク、新型コロナウイルス感染症の再拡大等があったものの、ウィズコロナへの新

たな段階への移行が進められ、景気は緩やかな回復傾向となりました。

当社グループの主要顧客である自治体の国民健康保険、後期高齢者医療広域連合などの保険者

においては感染症拡大防止等を目的として、保健事業の中止・延期または事業規模縮小を選択す

るなどの影響がみられました。一方で、保険財政の改善のための保険者による予防・健康づくり

の推進および医療費適正化に向けての取組みは継続されており、当社の主力であるデータヘルス

関連サービスの需要は底堅く推移しております。また、都道府県が実施する国保ヘルスアップ支

援事業による都道府県単位での需要も継続しております。

また、当社グループは第三者割当増資ならびに公開買付により2022年８月３日付で㈱ディー・

エヌ・エーの連結子会社となりました。さらに2022年10月３日付で㈱ディー・エヌ・エーからＤ

ｅＳＣヘルスケア㈱の株式を取得し、同社を連結子会社としております。これらの企業結合によ

り、ディー・エヌ・エーグループの中でデータヘルス関連事業やデータ利活用事業を中心に連携

を強化し、新たな事業の柱を育ててまいります。

このような状況下で、当第１四半期連結累計期間において当社グループは、都道府県庁、市町

村国保および福祉事務所などへのデータヘルス関連サービスの販売活動を積極的に推進いたしま

した。

前連結会計年度における2021年度事業を上回る水準で、2022年度事業の受注を獲得しました

が、2022年６月以前にサービス提供が完了したものは前連結会計年度での売上となったため、当

第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期と比較すると減少いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は７億21百万円（前年同期比4.4％減）とな

りました。

売上原価においては、サービス提供時期の早期化の影響で利益率の高いレセプトデータの処理

や各種保健事業の対象者抽出などのサービスが、前連結会計年度末までに提供を完了し売上とな

っているため、前年同期と比較すると商品構成が変化し利益率が悪化しております。

また、販売費及び一般管理費は、前年に販売体制の強化を行っているため前年同期に比べ11百

万円増加しております。

この結果、減収となるなか売上原価ならびに販売費及び一般管理費が増加し、営業損失は１億

８百万円(前年同期は16百万円の営業利益)となりました。

営業外損益では、前連結会計年度に事業拡大に備えた増床のため広島本社が入居中のビルの区

分所有権を取得したことで、一部賃貸不動産も所有することとなり、受取家賃16百万円ならびに

賃貸収入原価11百万円が発生いたしました。また、第三者割当増資ならびに公開買付等に係るコ

ンサル報酬等の支払手数料が１億26百万円発生したため、経常損失が２億24百万円(前年同期は17

百万円の経常利益)となりました。

これらの結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億68百万円(前年同期は12百万円の親会

社株主に帰属する四半期純損失)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、売掛金及び契約資産に含まれる契約資産が４億63百万円増加したほか、第三者割

当増資の払込みなどにより現金及び預金が34億69百万円増加したことで、当第１四半期末の残高

は前期末に比べて、40億52百万円の増加となりました。

固定資産は、社内効率化のためのシステム開発を推進したためソフトウエア仮勘定が増加した

ことなどにより、当第１四半期末の残高は前期末に比べて、１億31百万円の増加となりました。

この結果、当第１四半期末の資産合計は、前期末に比べて41億84百万円増加し、64億48百万円

となりました。

（負債）

当第１四半期末の流動負債の残高は、金融機関からの短期借入金の増加９億円のほか、第三

者割当増資ならびに公開買付等に係るコンサル報酬等の支払手数料に係る未払金が増加し、前

期末に比べて10億８百万円の増加となりました。

なお、固定負債に大きな増減はありません。

この結果、当第１四半期末の負債合計は、前期末に比べて10億８百万円増加し、19億86百万円

となりました。

（純資産）

当第１四半期末の純資産の残高は、第三者割当増資の払込みにより資本金および資本準備金

がそれぞれ16億99百万円増加した一方で、親会社株主に帰属する四半期純損失１億68百万円お

よび配当金の支払いにより利益剰余金が減少したことなどにより前期末に比べて31億75百万円

増加し、44億62百万円となりました。

また、自己資本比率は67.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

データヘルス関連事業において積極的な販売活動の継続と、データ利活用をはじめとする新規

事業による売上増を目指しております。一方で、ＤｅＳＣヘルスケア㈱を連結子会社としたこと

による影響ならびに同社の業績見通しおよびデータヘルス関連事業の業績見通しについては精査

を進めており、2023年６月期の連結業績予想については現時点での開示を見合わせることといた

しました。今後、業績見通しの合理的な算定が行えるようになった時点で速やかに開示いたしま

す。

- 3 -

㈱データホライゾン （3628） 2023年６月期 第１四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 379,978 3,849,628

売掛金及び契約資産 543,084 1,028,693

商品 600 1,191

仕掛品 64,189 111,641

貯蔵品 14,458 18,641

前払費用 29,086 39,548

その他 20,764 58,702

貸倒引当金 △3,259 △6,173

流動資産合計 1,048,901 5,101,871

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 266,444 289,265

減価償却累計額 △92,972 △88,467

建物及び構築物（純額） 173,471 200,798

車両運搬具 7,015 7,015

減価償却累計額 △584 △1,119

車両運搬具（純額） 6,431 5,895

工具、器具及び備品 361,672 360,744

減価償却累計額 △253,109 △249,696

工具、器具及び備品（純額） 108,564 111,049

土地 124,872 124,872

賃貸不動産 163,106 137,651

減価償却累計額 △5,022 △5,729

賃貸不動産（純額） 158,084 131,922

有形固定資産合計 571,421 574,536

無形固定資産

ソフトウエア 328,291 331,711

ソフトウエア仮勘定 74,935 140,499

借地権 35,122 33,787

その他 404 404

無形固定資産合計 438,752 506,401

投資その他の資産 204,449 265,522

固定資産合計 1,214,623 1,346,460

資産合計 2,263,523 6,448,331

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 34,702 28,197

短期借入金 400,000 1,300,000

未払金 199,249 316,289

未払費用 143,017 130,464

賞与引当金 61,109 122,009

その他 94,818 44,300

流動負債合計 932,894 1,941,258

固定負債

退職給付に係る負債 25,464 26,127

長期預り敷金保証金 18,855 18,804

固定負債合計 44,319 44,931

負債合計 977,214 1,986,189

純資産の部

株主資本

資本金 456,600 2,156,594

資本剰余金 163,229 1,876,122

利益剰余金 597,122 358,090

自己株式 △17,024 △14,245

株主資本合計 1,199,927 4,376,561

新株予約権 56,056 60,837

非支配株主持分 30,327 24,744

純資産合計 1,286,310 4,462,142

負債純資産合計 2,263,523 6,448,331
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 754,040 721,003

売上原価 363,895 443,832

売上総利益 390,145 277,171

販売費及び一般管理費 373,750 385,277

営業利益又は営業損失（△） 16,395 △108,106

営業外収益

受取利息 1 1

受取家賃 － 16,418

助成金収入 274 1,152

貸倒引当金戻入額 398 －

雑収入 636 4,220

営業外収益合計 1,309 21,790

営業外費用

支払利息 20 680

支払保証料 105 105

支払手数料 － 126,646

賃貸収入原価 － 11,078

営業外費用合計 125 138,509

経常利益又は経常損失（△） 17,579 △224,825

特別損失

固定資産除却損 2,821 2,272

事務所移転費用 1,575 5,614

特別損失合計 4,396 7,886

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
13,183 △232,712

法人税、住民税及び事業税 88,347 2,763

法人税等調整額 △60,076 △64,146

法人税等合計 28,270 △61,383

四半期純損失（△） △15,087 △171,329

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,902 △3,133

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △12,185 △168,196

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △15,087 △171,329

四半期包括利益 △15,087 △171,329

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,185 △168,196

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,902 △3,133

（四半期連結包括利益計算書）
（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年８月３日付で㈱ディー・エヌ・エーからの第三者割当増資の払込みを受けまし

た。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本金が1,699,994千円、資本準備金が

1,699,994千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が2,156,594千円、資本準備

金が1,856,594千円となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以

下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価

算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定

める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表へ

与える影響はありません。

（セグメント情報）

当社グループの事業セグメントは、医療関連情報サービス事業のみの単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。
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（重要な後発事象）

（取得による企業結合）

　当社は、2022年10月３日付で、㈱ディー・エヌ・エーが保有するＤｅＳＣヘルスケア㈱（以下

「ＤｅＳＣ」といいます。）の株式の全てを取得いたしました。

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

　被取得企業の名称　ＤｅＳＣヘルスケア㈱

　事業の内容　　　　健康レコメンデーションメディア「kencom（ケンコム）」の運営を中心

とした各種ヘルスケア事業

(2) 企業結合を行った主な理由

　当社とＤｅＳＣとの間では2020年４月２日にデータヘルス関連事業における業務提携契約を締

結し、国民の健康増進のサポート、国内における医療費の適正化に向けた取組みの支援を行って

まいりましたが、当社とＤｅＳＣの協業をさらに強化することで、当社とＤｅＳＣのデータベー

スを統合し、健康保険組合から自治体までをカバーする全世代の保険者データベースとして公益

性あるデータ利活用事業の取組みを加速することが可能となり、当該市場でのシェアの拡大を図

ることで当社の収益拡大および財務基盤の維持・強化、ひいては両社の企業価値の向上に資する

と考えられたことから、当社によるＤｅＳＣ子会社化が必要であるとの考えに至りました。

(3) 企業結合日

　2022年10月３日

(4) 企業結合の法的形式

　株式取得

(5) 結合後の企業の名称

　変更はありません。

(6) 取得した議決権比率

　95％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

　現金及び預金を対価とする株式取得によるものです。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　現金及び預金　3,400,008千円

取得原価　　　　　　　　　　3,400,008千円

なお、㈱ディー・エヌ・エーへの第三者割当増資により調達した資金により取得しています。

３．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 （概算額）　　29,200千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

以上
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